令和４年○○月○○日依頼文の例
「さりながら」

○○○○○○中学校
校長　○　○　○　○　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中学校長会情報部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部　長　　瀧　澤　義　守

会報『道中だより』原稿執筆の依頼について

　日頃より、広報活動に対して、ご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。
　さて、本会では、本年度も引き続き会員の連帯感と意識の高揚を願い、『道中だより』を発行しているところであります。
　つきましては、ご多用のところ誠に恐縮でございますが、下記により玉稿をお寄せいただきたく、お願い申し上げます。

記
１　号および発行日　『道中だより』　第○○○号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年○○月○○日発行予定

２　依　頼　原　稿　『さりながら』

３　字　　　　　数　２３字×４２行＝９６６字、横書き でお願いいたします。
                    (見出し分　２３字×８行は別です。)

４　執筆上のお願い　次のいずれかでお送りください。
　　　　　　　　　（１）e-mailに電子データを添付して送る。
　　　　　　　　　　※可能な限り、メールでの送付にご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　（２）字数・行数・見出しの指定に合わせ、原稿用紙に書いて送る。
　　　　　　　　　　※原稿用紙はどんなものでも構いません。
　　　　　　　　　（３）ページ設定で字数設定を行い、ワード又は一太郎で作成し、印刷した用紙を送る。
　　　　　　　　　（４）ページ設定で字数設定を行い、ワード又は一太郎で作成し、データをＣＤに保存して送る。
　　　　　　　　　　※ＣＤの返却はしないということでご理解願います。

５　ご提出の期日　令和４年○○月○○日（○）

６　その他　参考資料として昨年度の原稿もお送りしています。

≪玉稿の送付先≫
	苫小牧市立青翔中学校　　鏡　　武　志　宛
〒059-1303　　苫小牧市拓勇東町６丁目15番１号
   　　  TEL (0144)51‐2151   FAX (0144)51-2155
E-mail ：seishou-jhs3@hokkaido.school.ed.jp



